KLINISCHE UND EXPERIMENTELLE UNTERSUCHUENGN ÜBER DIE WIRKUNG VON THERMALBÄDERN AUF DIE SEXUALFUNKTION VON FRAUEN (6) KONSCHE SILBERREAKTION VON HYPOPHYSEN-HYPOPHYSEN VORDERLAPPEN, OVARIUM UND NEBENNIERE VON RATTE UND DAS THERMALBAD by Tanaka, Yosinori & Hasegawa, Yasumasa
33
婦人の性機能に及ぼす温泉浴の影響に
関する臨床的並びに実験的研究 (6)
ラツテの膳下垂体前葉､卵巣､副腎に
おける今氏銀反応ご三朝温泉浴
岡LIl大学 温 泉初:死所 産 婦 人科
田 中 良 憲
今民税反応1)は新鮮な組織を771,カ7)やi･の
硝酸銀液で処理するもので,細胞内の特殊な
物質により碑酸銀が還元されて可硯性の銀糊
粒として王見われるのである.
此の還元されて生じた銀の特粒は微細な黒
褐色をなして原形質の板を除 く部分に現われ
る･その醐勤ま主として組織球性細胞,消化
腺上皮に属する各種の細胞,柳窪系統に属す
る細胞,泌尿器系統の上皮及び各種の内分･l必
系統に現われ結締亜椋や筋肉には現われない
と云われている.2)
以上のうち特に内分泌瞳の銀野粒は程度も
強 く,各種の条件による反応の消長も鋭敏で
あって細胞の機能が先進している時は強 く,
低下している時は弱 く現われる事が証明され
ている.此の串から今氏銀反応は細胞の活力
を測定する一方法として各種の方面に用いら
れている.
前に著者はラッチに温浴や温泉浴を連続し
て行う時共の牲周期は変動し,特に不整な周
期が整調となる傾向があるのを見,其の際注
射されたホルモン-の感受性から脳下垂体前
黄塵能が克進している事を証明した.3〕叉此の
事は下垂体機能と密接な関係にある問脳内ア
セチルコ')/様物質が浴後に増加する現象と
も関連があるものと思われた.4)
斯かる問脚下垂体機能の先進が卵巣機能に
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変化を与える剰 王当然であるが,他方副腎機
能にも影響を及ぼす事と考えられ すでに二･
三の報告5) もある･
温泉の医学的研究に今氏銀反応を利用した
報告は見当ら無いが,内分泌茨能の変化を証
明する手段にノ乏しい現在では本反応は此等内
分泌器の温泉浴による影響を追求する一方法
として利用H与来るのでは無いかと考え次の実
験を行った･
実 験 方 法
使用動物 :健躯成熟雌ラッチ,対 照6,浴
粁12
使用温泉:弱ラドン泉である同大 研究所
泉,及び生体えの刺激を強 くする目的で同温
泉にH2S濃度が100mg/Aとなる様に飽和H2S
水を加えて作った人工硫化水素泉･
何れも420Cとして5分間入浴せしめた･
入浴方法及び厚東作製法:ラッチを2群に
分け,1群は1回の上記温泉浴直後に,∬群
は毎日1回50rj問の温泉浴を行い其 の翌 日
に,何れもなるべく一気に大鉄で断頭して前
葉,卵巣,副腎を摘出し直ちに標準A法l)
にi:る銀反応を行った･包埋にはカーボワッ
クスを用い型の如 く切片を作製したが,対照
として各浴群実験と同時に同一試薬を用いて
同一条件で作った非入浴ラッチよE)の標本を
使用した,
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結 果
Ⅰ単回の温泉浴直後 (第1表)
1下 垂 体 前 葉
対照では原形質周辺に散在性に微細黒色の
斯粒が出現した.武田2)によれば好酸性細胞
に最も多く主軸軌こぼ無tlとの事であるが,
我々は染色を同時に行わなかったので偶々の
細胞を分類する事は出来なかった.然し前葉
第1表 1回の温泉浴直後の銀反応
細胞(+)～(j=),揮粒膜和抱(j=),閉鎖 碇胞
(+)～(士)であって古賀5)も述べてい る様
に卵細胞以外は反応微弱であった.
研泉浴群,硫化水素泉浴群共に序応 弱 く,
対照群と大差無かった,
3 副 腎
諸家の云う通 り反応は甚だ強い.皮質の琶
軟骨(廿),霧状暦(廿),網状犀 (≠),髄質(柵)
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前部の細胞に反応の強いものが多かった
から,恐 らく武田の云う様に細胞の種類
によって反応は若干強弱があるものと思
われ る.
対照4例の反応の強さ即ち銀殿位の量
をそれぞれ (+)(+)(+)(廿)で表 現 する
と,研泉浴4例は(+)(+)(+)(+)であD,
硫化水素泉浴2例 は(+)(+)であった.
即ち対照,浴群間に著るしい相違は無か
った.
2 卵 巣
対照4例では卵細胞の反応(甘ゝ 黄 体
であって何れも対照,研泉浴群,硫化水
素泉浴群に著差を認めなかった.
Ⅰ連 続 浴 (第2表)
1前 葉
対照2例は前項の対照例同様 (+)(+)
であるに対し,研泉浴群2例は(+)(両 ,
硫化水素泉浴習4例は(+)(≠)(廿)(≠)で
あって明らかに増強していた.但し銀頼
粒の発現部位には大差無かった･
2 卵 巣
対照2例は前項の対照例同様反応は弱
く,卵細胞(≠)(#),軒堪膜細胞(士)(士),
閉鎖櫨胞(士)(-),黄体細胞(+)(士)であ
第2表 長期温泉浴後の銀侯応
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った.研泉浴暫2例では卵細胞,額粒膜細胞,
閉鎖櫨胞の反応は対照と大差無かったが黄体
細胞においては1例に増強し(+)(廿)であっ
た･又硫化水素泉浴群4例でも卵細胞,矧 :近.
膜細胞,閉鎖膿胞の′官応は対照と大差無かっ
たが黄体細胞では著明に増強し(-L)(1+)(lL)
(≠)であり,何れも原形質周辺叉は緋 釧Hに
槍強していた.
3 副 腎
前項の対照例同様反応は強 く,皮質の性状
居(廿),葉状犀(≠),網状層(≠),髄質(Ⅲ),
であったが,対照,研泉浴群,硫化水素泉浴
群間に大差無かった.
考 察
今氏銀反応は諸臓器特に内分泌系において
共の機能を反映するものである事は既に証明
されている.
例えば副腎(家兄)は飢俄や低滝で反応が減
弱し姫娘で増強し,,1)IntereninやAscortin
等の影響を受ける.6)7重体前葦 (家兄)で は
去勢,姫奴,異種蛋白注射で増強し飢餓で減
弱する.1)卵巣では娼娠によ損な体に増 強 し
飢俄,低温で減弱する.1)叉性周期の各 期 に
応 じ僅少ではあるが変化する.7)以上 の謂臓
器の反応は自陣軸経系物 質特 にAtropin,
Pilocarpinの影響を受ける事も知 られ てい
る.
此の様に細胞の機能と深い関係を有し硝酸
銀を還元する物質の本体は未だ明確にされて
いない.一般に組織の還元力と密接な関係に
あるアスコルビン酸やグルタチオンは一定の
影響を及ぼすけれど反応の主体は演ぜす,主
に関係するものは卵巣,副腎皮質では類階体
の性状に近い,前書,副腎髄質では蛋白質に
近い性状を有する物質である邪が組障化学的
に証明されている.1)即ち何れも共等の内分
泌埠が分泌するホルモ./と一致しない,までも
極めて近い性状を有する物質であって,従っ
て反応増強は機能先進を,滅妄執ま低下を表は
すものと解されている.
一方温泉浴によって内分泌壊能が変化する
事は前述の如く各方lt掴 らゝ証明され て い る
が,著者は更に今氏銀反応による証明を試み
たもののである.
要約すると成熟雌ラッチに420C5分間の弱
ラドン泉及び人工硫化水素泉浴を行うとき単
回浴直後では前葦,卵巣,副腎ともに変化を
認める事は出来なかったが,浴を50日間連続
した後ではは前葉及び卵巣黄体の反応は著明
に増強していた･即ち長期間の温泉浴による
前葉,卯英機能の克進が証明された･此の際
例数が少いため確定は出来ないが弱ラド-/泉
浴より硫化水素泉浴の方に反応が強度に表は
れる傾向が見えた･た ゞし今回は淡水による
滝浴を行はなかったから斯かる作用が温泉独
特のものかどうかは判定出来ない･
最近鰐教授等8)は硫化ソーダ静注鐘組樺の
酸還電位の変化から組積の還元力が増大する
郡を証明しているが我々の結果と矛循しない
様に恩はれる･
単回浴虹技では脚 LT:に変化を見出さなかっ
たが此の朝について早急な結論は下 し得 な
PIdI
何となれば今回は時間的経過-の観察を行
っていないし,今氏銀反応白身の感度も問題
となってよく更に茸験動物としてラッチは家
兄等に比して本反歴は甚しく軌 ､7) と云う点
も考慮に入れなければならないからで ある･
同様に連続浴後で副腎のみに変化を見出さな
かったが此も今後の検討を要する事と思われ
田 rT 良 恵.長 谷 川 ･'左 正
は人工硫化水素泉浴を行い,其の直後下垂体
結 論 前葉,卵英,副門の今氏銀反Fjk=:.を桧したが非
1)成熟雌ラッチに 1何のF月ラドン鬼 俗 文 入浴ラッチのものと大差無かった.
今 氏 銀 反 応 附 国 (10×10)
脚下垂体前葉
卵 典
副 腎
対 秤
? ? ? ? ? ? ??? ? ?
帝人の性横髄に及ぼす温泉浴の影響に関する終床的並に実験的研究 (6) 37
2)50日間毎日1回上記の温泉浴を連続した
後の今氏銀反腔は前葉及び卯基の黄体細胞に
於いては著明に増強し,特に人=硫化水素泉
浴弾に共の傾向が弾かった.副腎には変化を
認め得なかった.
3)以上よE)長期間の温泉浴によE)下 垂体
前半及び卯英機能は克進するもの と思 われ
る.
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KonscheSiberreaktion(Ron:SilberreaktionderZelen-GustavFischer)isteine
histochemischemethodefordenNachweisderReduktionskraftderZelen,dieYon
ProfessorRonerfundenwurdeundimZusammenhangmitVitalitatderZelenbeso-
ndersderendokrinenOrganesteht.
AIsobedeutetdiestarkeOffenbarungdieserReaktiondiegesteigerteFunktion
derGewebe.
Um zuforschenobdiegeschlechtsfunktiondurchThermalbadbeeinflusstwurde,
wurdedieseReaktionaufdieHypophysenvorderlappen,Ovarium undNebenniereder
RattemachThermalbad (schwachradioaktiveThermeundH2STherme,42oC,5
Minutenlang)angewandt.
Sofortmacheinmaligem BadhandelteessickkeinUnterschiedzwischenBadgru-
ppeundKomtrolgruppe.
Nacheimaltaglich50tagigenB三idernverstaerktesi°hdieReaktionvonHypophy-
SenvorderlappenundCorpusluteumYonOvarium (besondersbeiH2STherme)aber
inandererGewebebefandkeineVeraenderungsi°h.
AIsoistesklar,dassFunktionvonHypophysenvorderlappenundOvarium nach
wiederholtenThermalbaedernsi°hsteigert,
